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程度 (第 1表 ,第 4図 )な どを含めて総合的に他区よ

りも勝ることが認められる。基肥施用は,無施用に比

して第 2,第 3葉身が伸長 し,繁茂量が大きくなるた

め,第 4葉の出葉が渋滞する。速やかにしかも安定し

て4葉苗を得るためには,基肥を0～ 1夕 とし,第 2,

第 3葉身の伸長を抑制するとともに,追肥を重ねるこ

とによって出葉と生育を促すことが肝要であると考え

られる。なお,第 3図 に示 されるように,こ の方法で

は首の窒素濃度もほぼ一定 (35%前 後 )に推移する
ことが しられた。

4 む   す   び

播種量を100夕 /箱 とした箱内育苗においては,基

EE窒素成分を0～ 1夕/箱 とし,追肥を重ねることが,

出葉速度を一定に保ち,葉令変異が小さく,根量が多

く,枯葉が少なく,乾物重/草丈が高い健全な 4葉苗

を着実に得る手段であることが認められ,木根淵 らの

結果が基本的に確認されたが,土壌の窒素肥沃度によ

っては,無基肥では草丈 と乾物重が不足する場合があ

5 苗の活着 :両年度とも4葉時における発根の差
異を15,20及 び 25℃ 恒温下で検討したところ,後期

のみに重点追肥する区が劣ることは明らかであったが,

基肥重点区と追 1巴を重ねる区との差果は明らかでなか

った。 50年度 15C区の結果を第 2表に示 したが,追

IIEを重ねる区がやや勝る傾向がみられる。本田での生

育に及ぼす苗質の影響については,今後とも収量水準,

本田環境条件との関連の下に検討を重ね,苗質許容度

として整理 されるべきであると考えられる。

注. 50年度威績,播種後 30日 の苗を供試 し,約 1のに断根 し, 15C恒温自然光下で
'日
間処理

した。 *は葉身全体が枯れたものを
'0,全
く結れないものを0と し,葉身長に対する枯れた部

分の比で示す。

ると考えられる。この場合は 1夕 程度の施 llEが必要 と

なろう。この基ILを抑制 し迫肥を重ねる方法では箱内

で5葉苗を得ることも可能であることが認められた。

なお,実際面 としては追肥労力の問題に対する解決が

急がれねばならないと考えられる。
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第 2表  N施 用法が異なる水稲苗の移植後の生育と発根量の相違
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水稲の稚苗移植時における追肥、除草剤及び殺虫剤の

同時 施 用 の効 果 に つ い て

熊 野 誠 ― ・ 関  寛 三 。国 分 牧 衛

(東北農業試験場 )

穀虫剤あるいは初期生育を促進させるための肥料など

1  ま  え  が  き を移植時に同時に施用する方法が開発されつつあるが,

機械移植栽培における省力化を図るため,除草剤や  実用的効果を知るためには,IE料 ,農薬の種類と量,
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粒形,散布方法などについて,事例を重ねて検討する

要があると考 えられる。本報はこの観点から昭和 50

年度に実施 した一例である。

2 試  験  方  法

コンクリー ト枠 (60× 60× 60●2, 深き30`夕にビ

ニールを敷 く)に 飾別された水田土 (沖積埴堀土 )を

詰め, 5月 16日 に所定の基肥を全層に施用 し, しろ

かきを行った。常法によって 29日 間箱育苗された トヨ

5試 験 結 果

1 移植時施肥が初期生育に及ぼす効果
第 2表に調査成績を一括 して示 した。草丈は,移植
時施肥によって伸長する傾向がみられ, 移植 20日 後

においてはとくに尿素による影響が明らかであった。

ニツキの30葉未展開のもの (平均草丈 ■9",100

個体当り乾物重 180′ )を選び,5月 20日 に 1株 5本 ,

50X15の として深さ約 3"に移植 し,以 後の水深を

2～ 30π に保った。処理区は第 1表に示す 8種類とし,

3反復乱塊法で配列 した。なお,イ ネ ドロオイムシは

当部虫害研究室からふ化直後の幼虫の供与 と指導を受

け, 6月 4日 に
'株
当り5匹ずつ接種 した。記 して謝

意を表す。

第 1表  処理 区 の概 要

注・ {bftri 1d, 16, 16 o&.*ffitu*,&, 38o p, Kti$m-eftr.

しかし, 移植 31日 後では各区の差が縮小され,イヒ成

肥料による影響がみられるものの有意差としては認め

られず, とくに尿素施用の効果は消失 していることが

注目された。イネ ドロォイムンの加害による抑制 (7
区 )は 明らかであった。 移植 41日 後には,移植時施
肥の有無による草丈の差はほとん ど消滅した。

第 2表 肥料,除草剤及び殺虫剤の移植時施用による水稲初期生育の相違

注.除草剤は 5区 とフ区がベンチオカープ粒剤,他 はCNP粒 剤,■ 6.7区 はイネ ドロォイムシを
接種,数字は3区平均値。
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菫数は,移 植時施 1巴により促進される傾向がみられ

たが,移植後 20日 では有意差はな く,移植後 31日 及

び 41日 では化威IE料の移植時施用による茎致増 加 と

イネド,ォ イムシによる抑制は明らかであったが,尿

素では効果は認められなかった。代表的な区として,

化成全量,化成+尿素,化成+化威及びイネ ドロオイ

ムシ接種カルタップ無散布の各区について分けつ構成

を第 1図に示 した。

次
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大きかった。

2 カルタップ粒剤散布の効果

株元に集中的に散布することによって,ィ ネ ドロォ

イムシの生存率,蛹化率ともにかなり減少 し,茎数に

対する被害も小さくなったが,完全防除にはいたらな

かった。全面散布では殺虫効果はほとんど認められな

かったが,被害を着千減少 させる効果がうかがわれた

(第 3表 )。

ド●オイムシ防除効果

節
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主1234567 主123
茎  号  菫、″ 墨当製J墨デ 墨Ψ
2区 化成全量基肥  3区  化成基記+尿素追肥  4区 化成基肥十化成追肥 7区 同左

イネドロオィムシ教籠

第 1図  移植時追肥が茎致構成に及は,影響 (移植後 41日 , 3反復合計値 )
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どの区も3号分げつにピークを持つが,移植時に化成

肥料を施用することにより 1～ 4号の分げつ発生が促

進 され,と くに3号においてその程度が大きい。一方,

尿素施用では, 3号分げつが促進される反面, 2・ 4

号分げつはむしろ抑制される傾向が示 された。前述 し

た極 く初期の草丈伸長 とあわせ考えて,尿素の1巴効は

速効的であり,消失もまた速やかであることがうかが

われる。イネ ドロオイムシによる分げつ発生の抑制は

1～ 5号に及ぶが,な かでも 2号分げつの抑制程度が

第 3表  カルタップ粒剤の移植時散布によるイネ

区
接種後 10日 (6月 14日 ) 接種後 16日 (6月 20日 )
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注. 5,`ア 区はふ化直後のイネ ドロオイムンを株当り5匹接種,株当り平均値。

3 除草剤散布の効果

CNP(5処 理区 ),ベ ンチオカープ (2処理区 )の

除草効果 を第 4表 に同一処理区をまとめて平均値 とし

て示 した。両除草剤とも残草量は無処理区の3%前後

(生体重 )と なり,願者な除草効果が認められた。ま

た,穀草草種の選択性には明 らかな差異が示された。
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第 4表 移植時除草剤散布による除草効果
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供試枠は完全に漏水が防止されているため,薬剤成

分の流亡はなく,生育に対する影響は圃場よりも強い

ことが考えられる。肥料と諸薬剤の併用による薬害が

懸念されたが,少 なくとも外観形質に害徴は認められ

なかった。また,本試験は株当り約 40本の多数が確

保されており,土壊 1巴沃度あるいは基肥水準が低いと

はいえず,こ のような場合でも化成肥料の移植時施用

が初期生育を促進する効果が認められたことに注目さ

れる。今後はさらに,有効薬剤の選択 とともに,株元

散布と全面散布が同時に可能であるよう機械面の開発

がのそまれる。

水 稲 の初期 生育 向上 に関 す る研 究

第 1報  雅苗移植時の硫安溶液浸潰処理について

斉 藤 孝 ―・神 保 意志郎
(山形県農業試験場 )

7)試験区構成
1  ま  え  力: き

本県では,稚苗機械移植栽培において,初期生育量

を早期に確保することをねらいとして,活着期表層追

肥が行われている。

そこで初期生育の積極的促進を図るとともに,従来

の追肥労力の節減 をねらいとして,移植時におけるマ

ット苗の硫安溶液浸潰処理について検討 した。その結

果の概要をここに報告する。

試 験 方 法

1)試験場所 山形農試本場

2)供試品種 ササニシキ

3)供 試面積 '区 20″

4)移 植 期 5月 17日

5)栽植様式 50× 45"  4本 手植
6)処理方法 移植直前に規定の硫安溶液にマット

苗地下部を浸漬 した。

(N成分/10a)

試 験 結 果

硫安溶液浸漬処理により,水稲根目土壌のNH`― N

濃度は高まり,硫安Nl%溶液で7暉/100,, 2,
5, 4%溶液では 12暉/100夕 程度となり,硫安N2

¢以上の溶液濃度では,溶液濃度上昇にともない,水

稲根圏土壌のNH4-N吸着量はわずかに増加するが,

その増加量は極めて少ない (第 1表 )。
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